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（サークルの写真）

NTN株式会社 磐田製作所 原田　徹  

現場に潜むムダの排除を目的に、熟
練者の経験と若手のチャレンジ精神
が団結。改善案を具現化し、造りや
すさが向上した事例です。

発表のセールスポイント

NTNはベアリングで世界シェア4位

（所属部署）
NTN株式会社 磐田製作所 ボールベアリング工場 特殊製作課 東係

本 部 登 録 番 号 サ ー ク ル 結 成 時 期

構 成 人 員 月 あ た り 会 合 回 数

平 均 年 齢 1 回 あ た り 会 合 時 間

最 高 年 齢 会 合 は  就業時間内・就業時間外・両方

最 低 年 齢 テ ー マ 暦 ・ 社 外 発 表

エヌティエヌ カブシキカイシャ イワタセイサクショ ハラダ トオル

ムダ取りによる比例費削減

ダイビル本館（大阪市北区）



【生産品の紹介】
私達の職場は主に、自動車事業関連のベアリングを製作しています。

【テーマ選定】
テーマ選定です。
メンバー会合で慢性化している職場の困りごとをパレート図にまとめました。
そこに上位方針の目標値を考慮し、原価低減に着目しましたが、原価低減が出来ていないと悩
みを持っている人が多い事が分かりました。
更に原価低減の中からマトリックス図で採点した結果、比例費削減にテーマが決定しました。

【サークルレベル把握】
こちらの表は、メンバー11名のサークルレベルです。
QCサークルの基本的な能力が低い為、関連部署との連携や意欲が上がらないのが悩みのたね
です。
現在のサークルレベルは、Ｃゾーンです。
活動を通してＢゾーンを目指していきます。

【磐田製作所の紹介】
ジュビロ磐田が有名な県西部に位置する磐田市にあり、
4工場・研究・開発部門と2000人以上で業務を行っています。
それでは職場紹介をさせて頂きます。★
左のマップのこちらがボールベアリング工場です。
組織図ですが、私たちの職場は、特殊製作課　総勢55名のうち、東係20名で構成されています。

【サークル紹介 】
サークル名は、サイクルヒットA
メンバーは11名で、明るいリーダーを先頭にメンバー全員が意見を言い合える熟練・若手の混合
チームです。

【工程説明】
研削・組立・包装　3つの工程に分かれており、一貫したラインになっています。
また利益率が高い品番が多い事が特徴です。

【会社概要】
NTN株式会社は、今年で創業108年となります。
本社は大阪市にあり、全従業員数は約2万2000人です。

NTN株式会社　磐田製作所
サークル名　サイクルヒットAの発表を致します。
発表は、　原田　PCは　鈴木でございます。
サークルテーマは、ムダ取りによる比例費削減です。
宜しくお願い致します。
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【比例費削減の現状把握②】
このことから自職場の比例費調査を実施。左の表は比例費一覧表になります。青枠が現在の比
例費削減となります。油漏れ対策を熟練者のみで対応しているのが現状です。赤枠は比例費削
減未対応です。メンバーの比例費削減に対する知識・経験調査を実施した結果、比例費の種類を
理解しているのが、メンバーの36％。比例費の削減経験がある人は、27％。メンバーの比例費を
削減する知識・経験が無いことが分かりました。このことから、まずは比例費を削減する為の教育
が必須となります。

【比例費削減の現状把握①】
比例費削減の現状把握です。
これまで比例費削減の内容は、設備油漏れ対策を中心に進めてきました。
油漏れ箇所は、各設備のカバー隙間やシリンダ継手からの漏れが大半です。
これらの油漏れ箇所に対し、カバー改造や継手の見直しと交換を実施。
ですが、グラフで分かるように油漏れ対策による現状の件数では寂しい状況です。
油漏れ対策は、今後も継続しつつ、他案件での比例費削減を進めていく必要があります。

【油漏れ対策】
全員参加の活動により、油漏れ対象設備を30台から60台以上に拡大しました。
油漏れ箇所に対し、原因を特定。
これらの油漏れ箇所の対策を実施。
油漏れマップを活用し、対策手順をしくみ化したことで、22件の油漏れ対策を完了し、前期より
約57％アップしました。

【油漏れ対策のしくみ】
①油漏れ種類・調査・担当・期間を計画
②油漏れマップに油漏れ箇所を見える化・対策実施
③油漏れ対策一覧表で効果を評価
④対策箇所の観察・更なる改善。
このようなルールで油漏れ対策スタートです。

【比例費削減の教育としくみ造り】
①比例費を削減する為の教育計画
②比例費の教育・無駄取り調査・対策の実行
③対策状況・効果確認の評価
④比例費削減箇所の更なる改善
このような流れで比例費削減を実施しました。

【比例費削減の系統図】
要因分析で見えた案件を系統図に表しました。
設備・方法・人の3つで分類し、比例費削減を推進する項目毎に採点した結果、全て採用となりま
した。

【比例費削減の要因分析】
分析のプロセスとして、これまでの調査結果から話し合いを行い、4つの重要項目を洗い出しまし
た。
次になぜなぜ分析の結果、4つの真因にたどりつきました。

【目標の設定】
目標の設定です。
2025年3月までに比例費削減件数をチーム全体で平均月6件以上としました。
サークルメンバー11名で熟練者と若手がペアを組み６チーム構成。
各チーム月１件以上の比例費削減を目標に設定。
若手と熟練者をペアにし、若手へのOJTを行うことでスキルアップを目指します。
活動計画は、このような日程で進めました。
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【高額グリス無駄削減の問題点】
続いて系統図で判明した高額グリス使用量削減です。
グリスの無駄に繋がる問題を会合した結果、グリス変更に決定。品質保証課にグリス変更の確認
をした所、客先指定のグリスと判明。
グリス変更は断念。
現状、当該品はこのように上下側からグリスを封入し、様々な無駄が発生しています。

【油漏れ対策後の無形効果】
油漏れ対策による無形効果です。
①安全では・・・床面が滑らなくなり、転倒防止に
②品質では・・・錆や音響に関わる油量の正常化
③技能では・・・マップと管理表でのしくみ構築
④5Sでは・・・きれいな職場に
これら多くの効果に結び付きました。

【グリス封入テスト結果】
片側グリス封入テストの結果は・・・
①外輪転走面封入は鋼球に巻き付くように封入され、グリスが製品からはみ出さないことを確認。
②内外輪転走面封入はグリスが、下側でぶつかり少量のはみ出し有り。
③現行の封入から片側普通封入に変更した所、製品上部にグリスはみ出しが有り。
以上の結果から①外輪転走面封入を採用と決定しました。

【特殊封入方法の説明】
下の図は、３つの封入方法を表しています。
①は、外輪転送面封入・・・外輪溝スキマから下側にグリスが抜ける封入方法
②は、内外輪転送面封入・・・内輪・外輪両溝スキマから下側にグリスが抜ける封入方法
③は、現在の両側普通封入・・・保持器上下側にグリスを封入する方法
これらの封入方法で、封入テストを実施。

【特殊グリス封入方法の発見（FTA手法）】
要因分析の結果からグリスはみ出し防止に向けた会議を生産技術課の担当者も交えて開催。
会合の結果からグリス封入方法変更に決定！手搬送は、人員工数増の為、不採用となりました。
更にFTA手法を活用し、グリス封入方法の分析をした結果、特殊封入方法があることが判明。
それでは、特殊封入方法に付いて説明します。

【グリス解決策　要因分析】
グリスはみ出し防止策の検討を要因分析で開始しました。
設備・人・方法・材料で重要項目を洗い出しました。
次になぜなぜ分析の結果、5つの真因にたどりつきました。

【自動運転中のグリス封入問題点】
グリス封入済み製品を次工程に搬送時・・・
製品からはみ出したグリスが各部品類・製品に付着
この付着したグリスを拭き取る工数・グリスの無駄が発生しています。
このことから、新たなグリス無駄対策の検討となりました。

【製品グリス封入時の問題点】
グリス無駄の現状を説明します。
こちらはグリス封入時の断面図となります。
このように・・・・グリス封入すると製品幅面からグリスのはみ出しが発生。
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【標準化・管理】
標準化と管理です。
標準化・周知徹底・管理定着の順で進め、5W1Hを使い問題の本質を明確にしました。

【無駄取りによる効果金額・件数】
比例費削減による改善効果です。
これまで無駄取りを行った案件を表しました。
新規比例費削減案件は36件で、前期より2倍以上アップし、目標件数の達成です。
効果金額では、前期との金額比に対し、実績で21倍アップしました。

【効果確認・安全・品質検証】
比例費削減案件の効果確認と安全・品質検証です。
6つの項目ごとに効果確認し、問題が無いことを確認。
安全検証では、赤枠の対策後に転倒するリスクが軽減されることをリスクアセスメントで検証。青
枠のグリス削減では、挟まれ・腰痛のリスク軽減検証が確認。
品質検証では、外観上のグリス付着問題は全数検査で検証。
研削　防錆油削減では、外観検査の結果で現状維持を検証しました。

【若手の原低意識向上】
これまでの活動から比例費原低スキルが向上し、新規案件が追加されました。
若手が自ら考えて対策の推進を実行し、比例費削減に繋がりました。

【下側グリス定量器使用不可による安全性向上】
グリス封入方法変更で安全性が向上しました。
設備下側のグリス無しNG箱を外すと下側グリス定量器があります。
このように・・・・定量器の稼働部に手を挟まれるリスクがありました。
下側グリス定量器を使わないことで、挟まれるリスクレベルが軽減されました。

【高額グリス無駄取り効果】
封入方法変更によるグリス削減効果です。
左の写真はグリス封入後となります。
水色の外輪転走面封入はグリスはみ出しは無く、封入側・反封入側共に問題無し。
効果としては、5つのムダ削減に繋がり、グリスペール缶も1缶在庫削減となりました。
問題点が改善されて大きなグリス原低効果金額に繋がりました。

【対策用グリスヘッドでの生産検証】
外輪転送面封入グリスヘッド使用による封入検証です。
このように・・・・・
グリス封入し製品を搬送・・・
グリス検査機にてグリス封入確認
生産後のグリス封入機周辺ですが、搬送・製品にグリス付着が無いことを確認しました。

【生産前準備（グリスヘッド設計・作製）】
専用グリスヘッド　準備となります。
テストで採用となった外輪転走面封入専用のグリスヘッドを設計・製作しました。
こちらの写真が製作された専用グリスヘッドとなります。
このグリスヘッドをグリス封入機の矢印箇所に取付し、生産スタートです。
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以上で、発表を終わります。

御清聴ありがとうございました。

【活動後レベル診断】
活動後、レベル診断です。
今回のテーマで若手中心に意欲が上がりQC能力がレベルアップ。
更に活動期間中、品質保証部主催の研修も受講し、チーム全体もレベルアップ。
その結果、活動前は、Cゾーンでしたが、活動後、Ｂゾーンに1ランクアップしました。

【反省と課題】
最後に反省と今後の課題です。
良かった点は、高額グリス封入方法変更で大きな間材削減に繋げられ、若手の原低意識も向上
しました。
反省点は、目標設定の段階では、若手が入り込めていなかったことです。
今後の課題は、原低意識の定着です。職場に潜むムダ取りを積極的に展開し利益確保に繋げて
いきます。

【横広げ確認】
横広げ確認です。
今回対策された案件の横広げを現在も推進中です。
今後も横広げに繋がる箇所は継続して横広げを行っていきます。

【油漏れ対策・高額グリス管理　標準化】
標準化です。
1つ目は、油漏れ対策のしくみを全員が共有するように標準化。
2つ目は、高額グリス運用ルールのポイント・管理を標準化しました。
共に教育を行い、管理ルールを定着しました。
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